
㉘じん肺症について
117A48・117D75

じん肺の定義と種類についてのまとめです！
じん肺の中で代表的な石綿肺は116回で1問、
117回で2問出題されています。

118回では歯科技工士の患者さんがテーマとなる
歯科技工士じん肺が出題されると予想します！
研磨作業中に粉じんにばく露しやすいそうです！

118回予想

118回では中皮腫でカルレチニン免疫組織染色が
陽性となることが出題されると予想します！

118回予想



じん肺は「粉じんを吸入することによって肺に生じた線維
増殖性変化を主体とする疾患」であるとじん肺法によって
定義されている。原因となる粉じんは無機物または鉱物性
のものがほとんどであるが、穀物などの有機物もじん肺を
引き起こす可能性が指摘されている。

⭕
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☑

じん肺では間質性肺炎を認めることが
多く拘束性障害をきたす。

☑

%肺活量は80%未満に低下する。

☑

また、拡散能も低下する。

☑

粉じんは排出されないまま体内に残り
続けるため、原因物質へのばく露がなく
なった後も病状は進行する。
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112C43珪酸(ケイ酸)
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113F31

⭕

じん肺所見がある場合に
各種検査が追加される。

⭕
⭕



106G8

⭕

⭕

　　　　　　石綿ばく露歴を明らかにするためにはまず問診が重要

⭕

100A16

117A48

夫が石綿を取り扱う仕事をしていた。

石綿に汚染された作業衣を家庭に持ち帰っていた。

その作業衣を洗濯した主婦が発症。

このような曝露形態を
傍職業性家庭内曝露という。

▶
▶

▶



⭕

第61回臨床検査技師国家試験午前54問目

⭕

石綿(アスベスト)小体とは体内に取り込まれた石綿繊維がフェリチン(鉄タンパク質)で覆われたもの
であり、ベルリンブルー染色(鉄染色)で同定できる。

111A10

⭕

113F61

⭕

胸膜プラークはそれ自体が何らかの肺機能障害を引き起こすことはなく、胸膜中皮腫に転化したり
することもない。過去の石綿ばく露の重要な指標で労災認定に使用されるものだと考えればよい。

99G15

医学的に客観的な過去の石綿ばく露を証明する所見
労災認定の際の
重要な医学的所見
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⭕

胸腔穿刺によって
採取した胸水

107I53

⭕

☑

胸水中ヒアルロン酸値高値
と細胞診は診断の参考になる
ものの確定診断を得るには
不十分



113D72

⭕

⭕

⭕

114D59

⭕

102A54

⭕

117D75

118回予想
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